
 

 

 

10 月 26 日に、当該研究の実証地域である重茂漁業協同組合で、27 年コンブ養殖時期の

研究成果の報告会を開催しました。これまで得られたデータから、「コンブ乾燥室の効率的

運用方法」や「乾燥を予測するシミュレーション」の説明の後、コンブ乾燥時における風

量や湿度調整について、漁業者と研究者の間で活発な意見交換があり、研究成果が現場に

理解され、今後実践されていくことが明らかになりました。さらに、実証経営体以外へ研

究成果を応用することについて検討されることとなりました。 

 また、コンブ養殖漁家の多くがワカメ養殖を兼ねて実施しており、「3-3 大規模ワカメ

養殖における省力化・省エネルギーの開発」で開発したワカメ自動間引き装置について紹

介したところ、ワカメ専用養殖施設でないため、現状では使用困難との意見がありました。 

 今回の報告会での意見を参考に、技術普及へ向け取組む予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

研究課題１ 小課題 3-3 「コンブ乾燥加工の高度化・省エネルギー化技術の開発」

の研究成果を、重茂漁業協同組合で報告しました。 


